
 「麻痺」「痛み」は脊髄の圧迫を伴う病変に多くみられる症状です。これらの症状

を呈して、脳・脊髄の病変が疑われ、磁気共鳴画像（MRI）による診断を希望して
山口大学動物医療センターに紹介されるケースはとても多くあります。椎間板ヘ
ルニアが最も多く診断される疾患で、その他にも多くの診断がなされます。とりわ
け、脊髄の圧迫・機能障害を引き起こす、「脊髄、脊椎の腫瘍性疾患」はその他の
脊髄関連疾患と異なり、その診断で予後・治療法が異なるため、画像診断のみな
らずバイオプシーを含めた慎重な診断が必要となります。しかし、頑丈な椎骨に囲
まれ、また、それ自体が損傷に弱い脊髄の近傍で低侵襲な方法によるバイオプ
シーは非常に困難で、手術によるバイオプシーが選択されるケースが多く、一方
で、特徴的な画像から暫定診断できるケースも少ないながらあります。本セミナー
では主に、様々な神経疾患のMR画像を解説しながら、当医療センターでの脊髄
関連腫瘍の診断への取り組みを紹介します。 
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開演挨拶 

 

教育講演（12:35-17:00） 
 

画像診断を使い切る！ 

～診断で立ち止まらないための方法教えます～ 

 

日本小動物医療センター・画像診断科 

講師：戸島 篤史 

 


